
7月 27日（月）、大神島の皆さんと、市として初めてとなる意見交換

会を開催いたしました。 

当日は島内を視察した後、住民の皆さまと膝を交え、島での暮らしの

課題や地域への思いを直接伺いました。実際に現地を訪れることで、離

島の中の離島、宮古島市の有人離島で橋が繋がっていない唯一の島で暮

らす大変さと、大神島ならではの自然や文化、人と人とのつながりとい

った魅力を肌で感じることができました。 

住民が約２０名、高齢化率が７割という状況の中で、高齢者への買い

物支援や交通手段、観光客増加に伴う防犯灯の設置、将来的な福祉サー

ビスへの不安、コミュニティーセンターや漁港周辺施設などの整備、漂

着ごみへの対応などの要望があげられました。 

市からは、市内の小中学生を対象とした体験・環境学習の場としての

活用を提案し、好意的に受け入れられました。 

いただいたご意見は庁内で共有し、今後の対応を整理してまいります。  

 

 

 

定例記者会見 
令和８年８月３日 

市民生活部 市民協働課 

 

大神自治会との意見交換会について 


